
2015

.103
Vol.806



広報おおいずみ　Ｈ27.3.10　Vol.806 (2) 

　
館
林
女
子
高
等
学
校
に
ボ
ク
シ
ン
グ

部
が
誕
生
し
た
の
は
、
今
か
ら
８
年
前

の
平
成
　
年
。
現
在
も
ボ
ク
シ
ン
グ
部

１８

顧
問
を
つ
と
め
る
 三
  橋
 　
 淳
 先
生
が
赴

み
つ
 は
し
 

じ
ゅ
ん

任
し
て
き
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
　
三
橋
先
生
が
館
林
女
子
高
等
学
校
に

赴
任
す
る
前
、
板
倉
高
等
学
校
で
ボ
ク

シ
ン
グ
部
の
顧
問
を
し
て
い
た
こ
と
を

知
っ
た
生
徒
か
ら
「
教
え
て
欲
し
い
」

と
言
わ
れ
、
や
り
た
い
と
い
う
子
を
募

る
と
　
人
も
の
生
徒
が
集
ま
り
ま
し

１８

た
。
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
は
、
週
に

１
回
軽
く
教
え
る
だ
け
の
同
好
会
に
す

ら
な
ら
な
い
、「
お
遊
び
」
の
も
の
だ
っ

た
と
三
橋
先
生
は
話
し
ま
す
。
そ
れ
が

変
わ
っ
た
の
は
、
前
橋
育
英
高
等
学
校

の
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に
所
属
す
る
女
子
が

「
演
技
の
部
」で
全
国
出
場
し
た
こ
と
で

し
た
。
生
徒
た
ち
に
大
会
の
こ
と
を
伝

え
る
と
、「
私
も
大
会
に
出
た
い
！
」
と

声
を
上
げ
る
生
徒
が
い
た
た
め
、
平
成

　
年
に
練
習
を
週
３
回
に
増
や
し
て
ボ

１９ク
シ
ン
グ
同
好
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
選
手
た
ち
の
意
識
も
少
し
ず

つ
変
わ
り
は
じ
め
、「
演
技
の
部
」
だ
け

　
昨
年
行
わ
れ
た
全
日
本
女
子
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大

会
に
大
泉
町
出
身
の
村
田
圭
奈
美
さ
ん
、
ブ
リ
ッ
ト
・

イ
ザ
ベ
ル
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
日
本
で

唯
一
、
女
子
高
で
ボ
ク
シ
ン
グ
部
が
あ
る
館
林
女
子
高

等
学
校
に
所
属
し
て
い
る
２
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

館館館館館館館館館館
林林林林林林林林林林
女女女女女女女女女女
子子子子子子子子子子
高高高高高高高高高高
等等等等等等等等等等
学学学学学学学学学学

館
林
女
子
高
等
学
校校校校校校校校校校校

女女女女女女女女女女
子子子子子子子子子子
ボボボボボボボボボボ
クククククククククク
シシシシシシシシシシ
ンンンンンンンンンン
ググググググググググ

女
子
ボ
ク
シ
ン
グ
部部部部部部部部部部部

県内大会で優勝して　
いずれは日本一！　

ブリット・イザベルブリット・イザベルさん

全日本女子ボクシング選手権大会

ライトウェルター級　２位　オーソドックス

１９９８年６月３日生まれ（１６歳）　１６４cm

大泉町立西中学校出身

趣味は犬と遊ぶこと、寝ること、テレビを

見ること

――ボクシングに興味を持ったきっかけは？

　家でボクシングを見ていたこともありましたし、兄や父とボ

クシングごっこをしていて、どうしても勝てないので、勝ちた

いと思い、入部しました。

――つらいと感じることや痛みは？

　練習はつらいです。とくにダッシュすることですね。痛みに関し

ては、私の階級は部内にいないので、階級が下の子と練習をして

いても痛くはありません。先生と打ち合うときは痛いので怖いで

すけどね。

――試合のときはどんなことを考えていますか？

　あまり緊張はしないですね。プロの試合のように入場テーマ

がかかる想像をしながらリングに上がります。勝ちたい思いも

ありますけど、かっこよく入場したいと思っています。

――全国大会ではどうでしたか？

　雰囲気がいつもの大会とはまったく違ったので、緊張してい

ました。普段なら、かっこよく入場することもすっかり忘れて

自分の動きができませんでした。勝てると思っていた相手だっ

たのですが。

――今後の目標を教えてください。

　これからある県内大会ですべて優勝して、関東大会・全国大

会で勝てるようになりたいです。いずれは日本一になれるように！
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　村田はボクシングセンスが

ずば抜けていいですね。今ま

で見てきた生徒の中で抜群で

す。ただ、ボクシングに必要

なハングリーさが足りないと

ころもあるので、勝ちにこだ

わる姿勢が出てくればもっと

強くなると思います。ブリッ

トは、筋肉や骨格がしっかり

していて力強いですし、気持

ちも強いものを持っていますが、始めたばかりということも

あり、経験が足りないと感じます。二人とも、これから順調

に練習、試合を重ねていけば上を狙える選手になれると思い

ます。

　女子の全国大会は以前まで高校から社会人まで分かれてい

なかったのですが、昨年度から高校の部ができたので、より

優勝を目指しやすくなりました。今後の目標は、もちろん全

国１位を目指せる選手を育てることですね。

館林女子高等学校

ボクシング部顧問　

三橋　淳先生

で
な
く
、「
実
戦
の
部
」
に
出
た
い
と
い

う
生
徒
が
出
始
め
た
そ
う
で
す
。「
実
戦

の
部
」
に
出
る
に
は
、
今
の
ま
ま
で
は

練
習
量
も
質
も
足
り
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
平
成
　
年
に
ボ
ク
シ
ン
グ
部

２０

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
男
子
の
指
導
経
験
し
か
な
か
っ
た
た

め
、
ミ
ッ
ト
を
打
っ
た
だ
け
で
拳
を
痛

め
て
し
ま
う
な
ど
、
男
女
の
骨
格
や
筋

肉
の
違
い
に
戸
惑
い
を
感
じ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
と
い
う
三
橋
先
生
。し
か
し
、

試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
指
導
を
し
、
今

で
は
、「
女
子
生
徒
だ
か
ら
」
と
い
う
気

の
遣
い
方
は
せ
ず
、「
む
し
ろ
、
男
女

い
っ
し
ょ
の
部
活
よ
り
、
女
子
だ
け
な

の
で
や
り
や
す
い
部
分
も
あ
り
ま
す

よ
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
現
在
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
を
含
め
２
年
生

４
人
、
１
年
生
９
人
が
所
属
し
て
お
り
、

「
実
戦
の
部
」、「
演
技
の
部
」
と
も
に
大

会
へ
出
場
す
る
た
め
に
練
習
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　当てられた分、当て返したい。
　負けたくない

全日本女子ボクシング選手権

バンダム級　３位　サウスポー

１９９７年９月２６日生まれ（１７歳）　１６３cm

大泉町立北中学校出身

趣味は寝ること、食べること

村田圭奈美 村  田  圭  奈  美 さん
むら た か な み

――入部したきっかけは？

　本当は剣道部に入るつもりでしたが、ここ（体育館の２階）

で、剣道部や卓球部、ボート部と練習をしていたボクシング部

でミットを打つ体験をしてみたら、おもしろかったので入部し

ました。普通の女子高生だったら“ボクシング”をやる機会は

絶対ありませんし、なかなかできないことですから。

――ボクシングの中でつらいこと、大変なことは？

　本当に食べることが好きなので、減量でのお菓子禁止がつらい

です。ただ、お菓子を食べないだけで減量につながります。減量中

は何を食べたのか記録して先生にチェックしてもらいます。

――殴られることは怖くないのですか？

　練習でも試合でも怖いですし、痛いですが、当てられた分だ

け当て返したいと思いますね。負けたくない。

――全国大会の感想は？

　レベルが違いました。パンチの重みもあって、ボディがすご

く痛かったです。いつも試合前にする練習で、相手の動きを見

て試合のシュミレーションをするのですが、その時は対応の仕

方が出てきませんでした。

――今後の目標を教えてください。

　春の県予選で優勝して関東大会へ出場すること！　そこでま

た一勝できるように練習をしていきたいです。

Interview
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投
票
に
は
、
投
票
所
入
場
券

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
無
く
し
て
し
ま
っ

た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で

き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

□
投
票
所
　
地
域
公
民
館
な
ど

　
か
所
（
別
表
の
と
お
り
）

２１
□
投
票
で
き
る
人
　
大
泉
町
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
（
平
成
７
年
４
月
　１３

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
　
年
１
月
２
日
以
前
に

２７

大
泉
町
の
住
民
票
が
作
成
さ

れ
、
引
き
続
き
大
泉
町
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
人
）

【
投
票
所
入
場
券
】

　
投
票
所
入
場
券
は
、
４
月
３

日
晶
頃
ま
で
に
投
票
資
格
が
あ

る
人
に
郵
送
し
ま
す
。

【
選
挙
公
報
】

　
選
挙
公
報
は
、
各
区
長
さ
ん

に
依
頼
し
て
各
世
帯
に
配
布
し

ま
す
。
な
お
、
町
の
施
設
（
町

公
民
館
や
図
書
館
な
ど
）
に
も

用
意
し
ま
す
。

【
投
票
の
方
法
】

①
投
票
所
入
場
券
を
指
定
さ
れ

た
投
票
所
に
持
参
し
ま
す

②
持
参
し
た
投
票
所
入
場
券
を

受
付
に
提
出
し
、
名
簿
対
照

を
経
て
投
票
用
紙
を
受
け
取

り
ま
す

③
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名

を
記
入
し
、
投
票
箱
に
投
か

ん
し
ま
す

【
群
馬
県
内
の
市
町
村
か
ら
大

泉
町
に
転
入
し
た
人
】

　
平
成
　
年
１
月
３
日
以
降
に

２７

群
馬
県
内
の
市
町
村
か
ら
大
泉

町
に
転
入
（
届
出
）
し
た
人
で

転
入
前
の
市
町
村
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、

「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨

の
証
明
書
」
を
持
参
す
る
と
転

入
前
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
大
泉
町
か
ら
群
馬
県
内
の
市

町
村
に
転
出
し
た
人
】

　
大
泉
町
か
ら
転
出
し
、
群
馬

県
内
の
市
町
村
に
転
入（
届
出
）

し
た
人
で
大
泉
町
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、

「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨

の
証
明
書
」
を
持
参
す
る
と
大

泉
町
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
転
出
先
の
市

町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
人
は
除
き
ま
す
。

※「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
」は
、お
近
く
の
市

町
村
で
発
行
さ
れ
ま
す
。
請
求

の
際
は
、
請
求
先
の
住
民
票
担

当
課
へ
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
３
月
　
日
か
ら
４
月
　
日
ま

１８

１２

で
の
間
に
大
泉
町
内
で
転
居
を

し
た
人
は
、
従
前
の
住
所
地
の

投
票
区
の
投
票
所
で
の
投
票
と

な
り
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
に

記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
】

　
投
票
は
、
投
票
日
に
そ
れ
ぞ

れ
の
投
票
所
で
行
う
こ
と
が
原

則
で
す
が
、
投
票
日
に
仕
事
や

旅
行
な
ど
の
た
め
投
票
所
で
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
前
も
っ
て
期
日
前
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
の
際
に
は
、
宣

投
票
に
つ
い
て

転
入
・
転
出
者
の
投
票

転
居
者
の
取
り
扱
い

　４月１２日掌は、群馬県議会議員選挙の投票日です。

　この選挙は、群馬県の将来を託せる人を選ぶ大切な選挙であるとともに、

有権者一人ひとりが選挙を通じて社会づくりに参加することでもあります。

棄権をすることのないように、あなたの大事な一票を投じてください。

群馬県議会議員選挙群馬県議会議員選挙がが
行われま行われますす

投 票 日 ４月１２日（日）

投票時間 午前７時～午後７時

各
種
投
票
制
度
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誓
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

□
期
間
　
４
月
４
日
松
～
　
日
１１

松
□
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午

３０

後
８
時

□
場
所
　
役
場
町
民
ホ
ー
ル

□
持
参
す
る
物
　
投
票
所
入
場

券

【
不
在
者
投
票
】

　
指
定
病
院
な
ど
や
他
市
町
村

で
の
投
票
お
よ
び
郵
便
な
ど
で

の
投
票
を
す
る
場
合
は
、
不
在

者
投
票
制
度
で
の
投
票
と
な
り

ま
す
。

□
期
間
　
４
月
４
日
松
～
　
日
１１

松
□
投
票
方
法

①
指
定
病
院
や
指
定
施
設
で
の

投
票
　
都
道
府
県
の
選
挙
管

理
委
員
会
が
指
定
す
る
病
院

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
人
が
病
院
長
な
ど

に
投
票
し
た
い
旨
を
申
し
出

た
場
合
は
、
そ
の
病
院
な
ど

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
病
院
、

各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

②
遠
隔
地
の
他
市
町
村
で
の
投

票
　
遠
隔
地
の
他
市
町
村
に

長
期
出
張
中
な
ど
の
場
合

で
、
投
票
日
や
期
日
前
投
票

期
間
に
投
票
が
で
き
な
い
人

は
、
滞
在
中
の
市
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
こ
の
投
票
方

法
を
希
望
す
る
人
は
、
町
選

挙
管
理
委
員
会
に
直
接
ま
た

は
郵
便
で
投
票
用
紙
な
ど
の

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
請
求
は
告
示
日
前
か
ら

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い

③
郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票
　
選

挙
人
で
、
身
体
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
人
は
、
投
票
所
で

の
投
票
や
役
場
内
で
行
わ
れ

て
い
る
期
日
前
投
票
で
は
な

く
、
郵
便
な
ど
に
よ
り
自
宅

な
ど
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
場

合
は
、
事
前
に
町
選
挙
管
理

委
員
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

【
点
字
投
票
と
代
理
投
票
】

　
点
字
投
票
や
代
理
投
票
を
希

望
す
る
人
は
、
各
投
票
所
の
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

□
点
字
投
票
　
各
投
票
所
に
点

字
器
が
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
対
象
は
、
目
が
不
自
由

で
、
点
字
の
で
き
る
人
で
す

□
代
理
投
票
　
係
員
が
代
筆
す

る
制
度
で
す
。
身
心
の
故
障

な
ど
の
た
め
に
、
候
補
者
の

氏
名
を
投
票
用
紙
に
自
分
で

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

で
、
自
分
の
意
思
表
示
が
で

き
る
人
で
す

□
開
票
　
開
票
は
、
４
月
　
日
１２

掌
　
午
後
８
時
か
ら
役
場
３

階
大
会
議
室
で
行
い
ま
す

（
選
挙
人
は
開
票
の
参
観
が

で
き
ま
す
）

□
投
票
開
票
速
報
　
選
挙
当
日

４
月
　
日
掌
に
町
ホ
ー
ム

１２

ペ
ー
ジ
で
投
票
お
よ
び
開
票

の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
（
内
線
２
２
２
）
へ
。

投　票　所行　政　区投　票　区

仙石公民館１９区第１投票区

古海西公民館２０・２１区第２投票区

吉田東公民館２２区第３投票区

大泉町公民館２３区第４投票区

大泉町役場２４区第５投票区

丘山町公民館１８区第６投票区

寄木戸北公民館１６区第７投票区

古氷公民館１５区第８投票区

坂田東公民館１３区第９投票区

住吉町公民館２５区第１０投票区

西部公民館１０・１１・１２・２９区第１１投票区

中部公民館２・３区第１２投票区

城部公民館４・９区第１３投票区

北部公民館５・６・７・８区第１４投票区

東部公民館１区第１５投票区

南部公民館２７区第１６投票区

三吉町公民館３０区第１７投票区

寄木戸南公民館１７区第１８投票区

坂田西公民館１４区第１９投票区

富士之越公民館２６区第２０投票区

東児童館２８区第２１投票区

■大泉町投票所一覧表

開
票
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町
で
は
、児
童
の
健
全
な
育

成
お
よ
び
資
質
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、母
子

家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど
の
児
童

が
、小
学
校
に
入
学
す
る
と
き

や
、中
学
校
や
高
等
学
校
な
ど

に
進
学
す
る
と
き
に
支
度
金
を

支
給
し
ま
す
。

□
受
給
資
格
　
配
偶
者
の
死
亡

や
離
婚
な
ど
に
よ
り
母
子
家

庭
ま
た
は
父
子
家
庭
と
な
っ

た
人
や
父
母
の
い
な
い
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
で
、そ

の
児
童
が
小
学
校
に
入
学
す

る
と
き
や
、中
学
校
や
高
等

学
校
な
ど
に
進
学
す
る
と
き

に
、次
の
条
件
を
満
た
す
人

が
受
給
資
格
者
で
す

・
町
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

・
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を

扶
養
し
、か
つ
、当
該
児
童
と

同
居
し
て
い
る
こ
と

・
前
々
年
所
得（
入
学
ま
た
は

進
学
し
た
月
が
７
月
か
ら
　１２

月
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合

は
、前
年
所
得
）に
対
し
て
、

所
得
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
 

・
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な

い
こ
と

□
申
請
方
法
　
児
童
の
入
学
後

や
進
学
後
に
、申
請
期
間
中

に
必
要
書
類
な
ど
を
持
参
し

て
、子
育
て
支
援
課
で
申
請

す
る

□
必
要
書
類

・
申
請
者
本
人
の
印
鑑

・
振
込
先
の
分
か
る
も
の（
預

金
通
帳
な
ど
）

・
児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は

児
童
扶
養
手
当
支
給
停
止
通

知
書（
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。な
お
、

児
童
扶
養
手
当
の
未
受
給
者

で
、配
偶
者
の
死
亡
や
離
婚
、

未
婚
以
外
の
理
由
に
よ
り
母

子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭
と

な
っ
た
人
や
、父
母
の
い
な

い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

は
、世
帯
の
状
況
に
よ
り
、必

要
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
子
育
て
支

援
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

・
申
請
者
本
人
と
児
童
の
戸
籍

謄
本
ま
た
は
抄
本（
児
童
扶

養
手
当
の
未
受
給
者
で
、
本

町
に
本
籍
が
な
い
人
。ま
た
、

外
国
籍
の
人
で
あ
る
場
合

は
、本
国
発
行
の
独
身
を
証

明
す
る
書
類
と
そ
の
日
本
語

訳
が
必
要
で
す
）
 

・
本
人
の
平
成
　
年
度
の
所
得

２６

課
税
証
明
書（
平
成
　
年
１

２６

月
１
日
に
大
泉
町
に
住
所
の

な
い
人
。扶
養
人
数
・
控
除
額

の
記
載
の
あ
る
も
の
）
 

・
児
童
の
在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証（
大
泉
町
立
の
小
学

校
に
入
学
し
た
場
合
や
大
泉

町
立
の
中
学
校
に
進
学
し
た

場
合
を
除
き
ま
す
）

□
申
請
期
間
　
４
月
６
日
捷
～

　
日
昌（
土
・
日
曜
日
は
除

１５く
）　
午
前
８
時
　
分
～
午

３０

後
５
時
　
分
１５

※
申
請
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
申

請
手
続
き
を
行
わ
れ
た
場
合

は
、支
度
金
の
支
給
時
期
が
遅

く
な
り
ま
す
。申
請
書
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.t

o
w
n
.o
izu
m
i.g
u
n
m
a
.jp
/

）か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。詳

し
く
は
、子
育
て
支
援
課
へ
。

　
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
の
児
童
等
の
入
学
及
び
進
学
支
度
金

子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

支度金の額入学・進学の要件

１０，０００円小学校や特別支援学校の小学部に入学したとき

１５，０００円
中学校や中等教育学校の前期課程、特別支援学校の中等部に進

学したとき

２０，０００円
高等学校や中等教育学校の後期課程、特別支援学校の高等部、

高等専門学校、専修学校の高等課程に進学したとき

■支度金の額
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平
成
　
年
４
月
分
か
ら
平
成

２７

　
年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金

２８保
険
料
は
月
額
１
万
５
５
９
０

円
で
す
。
平
成
　
年
度
分
の
国

２７

民
年
金
保
険
料
納
付
書
は
、
４

月
初
め
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内

書
」
と
と
も
に
送
ら
れ
ま
す
。

【
前
納
制
度
】

　
国
民
年
金
に
は
、
一
括
し
て

保
険
料
を
納
め
る
と
割
引
に
な

る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
現

金
で
の
納
付
を
希
望
す
る
人
は

「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内

書
」
に
付
い
て
い
る
「
前
納
納

付
書
」
を
使
用
し
て
、
納
付
書

の
使
用
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

□
前
納
し
た
場
合
の
保
険
料

・
６
か
月
前
納
…
９
万
２
７
８

０
円
（
７
６
０
円
の
割
引
）

・
１
年
前
納
…
　
万
３
７
６
０

１８

円
（
３
３
２
０
円
の
割
引
）

【
学
生
納
付
特
例
の
継
続
申
請
】

　
平
成
　
年
度
に
学
生
納
付
特

２６

例
制
度
を
利
用
し
て
保
険
料
の

納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人

に
、
３
月
下
旬
か
ら
順
次
は
が

き
形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
平
成
　
年
度
も
引
き
続

２７

き
同
一
の
学
校
に
在
学
す
る
人

は
、
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ

ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す

る
場
合
は
、
年
金
事
務
所
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
初
め
て
学
生
納
付
特
例
制
度

を
申
請
す
る
人
は
、
次
の
必
要

書
類
を
持
参
し
て
、
住
民
課
ま

た
は
太
田
年
金
事
務
所
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
請
受
付
　
４
月
１
日
昌
～

□
必
要
書
類

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の
（
手
元

に
あ
る
場
合
）

・
学
生
証
（
裏
表
両
面
の
コ

ピ
ー
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

の
原
本

・
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場

合
は
不
要
）

・
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
ま
た
は

太
田
年
金
事
務
所
（
緯
　
・
３

４９

７
１
６
）
へ
。

　
平
成
　
年
度

　
国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

２７

住
民
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
２
６

　国では、例年、

自殺者数の最も

多い３月を「自殺

対策強化月間」と

しています。

　自殺対策には、

環境の整備も必

要ですが、まずは心の変調に本人や周

りの人が気づくことが大切です。周り

の人が「いつもと違うとき」には、ま

ず声をかけてください。自殺で亡く

なった人の多くがうつ病などのこころ

の病を抱えていたことがわかっていま

す。

　皆さんも、疲れているのに、２週間

以上眠れない日が続いている場合、そ

れは「うつ」のサインかもしれません。

早めにかかりつけ医、または専門機関

に相談しましょう。

【各種相談窓口】

　県では、健康問題や経済・生活問題、

家庭問題など、さまざまな問題を一人

で抱えている人に対して、各種相談窓

口を案内しています。

　いのち・つなぐサポートサイト（http://

www.ikiru-gunma.jp/）でもさまざまな

情報提供をしていますのでご覧くださ

い。

【こころの健康相談統一ダイヤル】

□開設時間　月～金曜日（祝日は除

く）　午前９時～午後４時

□電話番号　緯０５７０・０６４・５５６

【いのちの電話】

□開設時間

・月～木曜日、第５金曜日、土、日曜

日…午前９時～午後９時３０分

・第１、３金曜日…午前９時～午前０時

・第２、４金曜日…午前９時～翌日午前

９時（２４時間）

□電話番号　緯０２７・２２１・０７８３

※詳しくは、健康づくり課（緯５５・

２６３２）、または県こころの健康センター

（緯０２７・２６３・１１５６）へ。

３月は
自殺対策強化月間

です
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【
平
成
　
年
度
土
地
価
格
等
縦

２７

覧
帳
簿
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
】

　
縦
覧
は
、「
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」
に
よ
り
町
内
の

他
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
自
己
の
所
有

す
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が

適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
縦
覧
の
際
は
、
窓
口
に
来
る

人
の
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転

免
許
証
や
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
な
ど
の
身
分
証
明
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

□
期
間
　
４
月
１
日
昌
～
　
日
３０

昭
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）

□
場
所
　
税
務
課

□
縦
覧
内
容

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所

在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額
）

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所

　
固
定
資
産
税
に
関
す
る
縦
覧
・
閲
覧
を
行
い
ま
す

税
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
８

【
新
年
度
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
配
布
】

　
町
で
は
、
ご
み
の
収
集
日
程

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
平
成
　
年
２７

度
分
の
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
ご
み
の

分
別
の
仕
方
や
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
せ
な
い
ご
み
な
ど

の
例
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
み
出
し
や
分
別
を
す
る

と
き
な
ど
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
　
な
お
、
ご
み
を
出
す
際
は
、

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
よ
く

確
認
し
て
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に

載
っ
て
い
な
い
ご
み
の
出
し
方

や
、
近
く
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
場
所
な
ど
、
不
明
な
点
は

各
行
政
区
の
衛
生
環
境
保
全
推

進
委
員
さ
ん
（
４
月
１
日
か
ら

は
生
活
環
境
委
員
に
名
称
変

更
）、ま
た
は
環
境
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
配
布
方
法
　
環
境
課
の
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た

は
、
各
行
政
区
の
区
長
さ
ん

や
衛
生
環
境
保
全
推
進
委
員

さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

【
資
源
ご
み
回
収
奨
励
金
】

　
育
成
会
な
ど
の
地
域
団
体

が
、
家
庭
か
ら
出
る
資
源
ご
み

を
回
収
し
、
資
源
と
し
て
再
利

用
す
る
活
動
に
対
し
、
奨
励
金

を
交
付
し
ま
す
。
資
源
ご
み
の

回
収
は
、
資
源
の
有
効
利
用
、

ご
み
の
減
量
に
も
つ
な
が
る
ほ

か
、
も
の
を
大
切
に
す
る
意
識

の
高
揚
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
も
役
立
ち
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

□
対
象
と
な
る
資
源
ご
み
　
紙

類
・
空
び
ん
類
・
金
属
類
・

布
類

□
対
象
団
体
　
本
町
の
住
民
で

構
成
さ
れ
た
営
利
を
目
的
と

し
な
い
団
体
（
育
成
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
）

□
交
付
金
額
　
資
源
ご
み
を
廃

品
回
収
業
者
な
ど
に
売
却
し

た
量
に
応
じ
、１
茜
に
つ
き
、

７
・
６
円
（
１
円
未
満
の
端

数
は
切
り
捨
て
）

□
申
請
方
法
　
事
業
実
施
前
に

資
源
ご
み
回
収
推
進
団
体
の

登
録
を
し
、
実
施
後
１
か
月

以
内
に
、
資
源
引
取
業
者
の

仕
切
伝
票
の
写
し
な
ど
を
そ

ろ
え
て
、
申
請
書
を
環
境
課

へ
提
出
す
る

□
必
要
書
類
　
申
請
書
（
環
境

課
に
あ
り
ま
す
）
、資
源
引
取

業
者
の
仕
切
伝
票（
領
収
証
）

の
写
し

※
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oizum

i.g

unm
a
.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
環

境
課
へ
。

　
新
年
度
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布
／
資
源
ご
み
回
収
奨
励
金

環
境
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
３
２
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　現在、北中学校改築工事に伴い、城之内

公園西側駐車場および隣接する芝生広場が

工事期間中ご利用できなくなっています。

公園をご利用の皆様にはご不便をおかけし

ますが、ご理解ご協力をお願いします。

　なお、利用できない駐車場、芝生広場の

範囲は下記のとおりです。

□期間　平成２８年３月まで

※詳しくは、都市整備課（内線２０９）へ。

人口動態職業・産業調査に

ご協力をお願いします！

　厚生労働省では、毎年人口動態調査を実

施しています。

　この調査は、皆さんからの出生・死亡・

死産・婚姻および離婚の各届出書をもとに

出生や死亡の状況などを調べるものです

が、国勢調査の行われる年には、人口動態

職業・産業調査を実施し、届書に職業の記

入もお願いしています。

　調査結果は、今後の厚生労働行政の基礎

資料として活用します。期間中、届出をさ

れる人にはご面倒をおかけしますが、ご協

力をお願いします。

□調査期間　４月１日～平成２８年３月３１

日の１年間

□調査対象　出生・死亡・死産・婚姻・離

婚の届出をする人

□調査方法　各届出書の届出をするとき

に、それぞれの職業を記入します。また、

死亡届には農業、建設業、不動産業といっ

た産業も併せて記入します

※詳しくは、住民課（内線１２４）へ。

在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構

造
、
床
面
積
、
評
価
額
）

□
縦
覧
で
き
る
人

・
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族
（
同

意
書
、
委
任
状
、
納
税
通
知

書
、
課
税
明
細
書
の
い
ず
れ

か
１
つ
が
必
要
）

・
納
税
管
理
人

・
納
税
者
か
ら
の
委
任
、
ま
た

は
同
意
を
受
け
た
人
（
同
意

書
ま
た
は
委
任
状
が
必
要
）

□
費
用
　
無
料

【
平
成
　
年
度
固
定
資
産
課
税

２７

台
帳
の
閲
覧
・
証
明
の
請
求
】

  閲
覧
は
、「
固
定
資
産
課
税
台

帳
」
に
よ
り
自
己
の
所
有
す
る

固
定
資
産
の
課
税
内
容
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
ま

た
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
記
載

事
項
の
証
明
書
も
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
前
年
中
に
土

地
を
取
得
し
た
人
や
、
家
屋
の

新
築
や
増
築
、
取
り
壊
し
を
し

た
人
は
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
閲
覧
・
証
明
の
請
求
の
際
は
、

窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
の

た
め
、
運
転
免
許
証
や
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
身
分
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

□
期
間
　
通
年

□
場
所
　
税
務
課

□
閲
覧
・
請
求
で
き
る
人

・
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族
（
同

意
書
、
委
任
状
、
納
税
通
知

書
、
課
税
明
細
書
の
い
ず
れ

か
１
つ
が
必
要
）

・
納
税
管
理
人

・
納
税
者
か
ら
の
委
任
ま
た
は

同
意
を
受
け
た
人
（
同
意
書

ま
た
は
委
任
状
が
必
要
）

・
借
地
、
借
家
し
て
い
る
人
で

閲
覧
請
求
で
き
る
人
は
、
賃

借
権
者
、
地
上
権
者
、
そ
の

他
使
用
、
ま
た
は
収
益
を
目

的
と
す
る
権
利
を
有
償
で
有

す
る
人
（
賃
貸
借
契
約
書
に

基
づ
い
て
賃
借
料
を
払
い
込

ん
だ
こ
と
の
領
収
書
な
ど
有

償
に
よ
る
権
利
関
係
を
証
明

す
る
書
類
が
必
要
）

□
費
用

・
閲
覧
…
縦
覧
期
間
中
（
４
月
１

日
昌
～
　
日
昭
）
は
無
料
、
縦

３０

覧
期
間
後
は
１
件
３
０
０
円

・
証
明
…
１
件
３
０
０
円

【
納
税
通
知
書
の
発
送
】

　
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

は
、
４
月
中
旬
の
発
送
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

【
審
査
申
出
】

　
納
税
者
は
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ

い
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
納

税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日

後
　
日
ま
で
に
限
り
、
固
定
資

６０
産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
し
て

審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税

係
ヘ
。

城之内公園の

利用制限について

■位置図
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【町内の放射線量の測定結果】

　町では、町内の公共施設などにおいて屋

外の空間放射線量の測定を実施し、測定の

結果は、地上高さ１ｍ地点の基準値「０．２３マ

イクロシーベルト／時」を下回っています。

また、子どもが集まる場所を対象とした町

独自の厳しい基準である「地表面で０．２３マ

イクロシーベルト／時」の箇所もありませ

んでした。今後も調査を継続し、結果は随

時広報おおいずみや町ホームページにてお

知らせします。町ホームページをご覧にな

れない人には環境課で測定結果を配布して

いますので、ご利用ください。

□測定日　２月９日～１７日

□測定場所　町内公共施設など４５地点

□測定値（定点測定、地上高さ１ｍ地点）

・最大値…０．１０９マイクロシーベルト／時

・最小値…０．０３２マイクロシーベルト／時

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　２月３日、１７日に町内２か所の浄配水場

と、３月３日に東部地域水道事務所（千代

田町）で放射性物質の検査を行った結果、

それぞれ放射性物質は検出されず、飲用に

支障がないことが確認されています。

【被災者への支援（２月２８日現在）】

□義援金総額　１,７４５万２,６８９円

東日本大震災関連情報
p
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
下
水

道
課
（
内
線
１
６
２
）
へ
。

　
福
祉
医
療
制
度
と
は
、
対
象
者

が
健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
医
療

を
受
け
た
場
合
、自
己
負
担
分（
医

療
機
関
に
支
払
う
医
療
費
）
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

　
平
成
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２０

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
（
平

２１成
　
年
４
月
１
日
か
ら
小
学
校
に

２７
入
学
す
る
年
齢
）
の
福
祉
医
療
費

受
給
資
格
者
証
が
更
新
と
な
り
ま

す
。
対
象
者
の
い
る
ご
家
庭
に
４

月
１
日
か
ら
有
効
の
新
し
い
受
給

資
格
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　
窓
口
で
の
手
続
き
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
新
し
く
届
い
た
受
給
資

格
者
証
を
お
使
い
い
た
だ
き
、
現

在
お
使
い
の
受
給
資
格
者
証
は
お

手
数
で
す
が
、
国
保
介
護
課
ま
で

ご
返
却
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
対
象

年
齢
の
人
で
も
、
父
子
母
子
家
庭

な
ど
や
障
害
を
お
持
ち
で
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
で
受
給
資
格
の
あ
る
人

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
更
新
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
国
保
介
護
課
（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５　
町
で
は
、
古
海
第
二
地
区
の
地

区
計
画
、
防
水
施
設
お
よ
び
大
泉

五
反
田
公
園
の
都
市
計
画
決
定
・

変
更
の
た
め
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。
　
な
お
、
縦
覧
期
間
中
に
、
町
長

あ
て
意
見
書
（
都
市
整
備
課
に
あ

り
ま
す
）
を
都
市
整
備
課
へ
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
都
市
計
画
の
名
称

・
古
海
第
二
地
区
地
区
計
画（
案
）

・
古
海
第
二
地
区
防
水
施
設（
案
）

　
町
で
は
、
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
日（
供
用
開
始
）

か
ら
３
年
以
内
に
、
下
水
道
へ
の

接
続
工
事
を
行
っ
た
人
を
対
象

に
、
浄
化
槽
廃
止
補
助
金
や
水
洗

便
所
改
造
資
金
等
融
資
あ
っ
せ

ん
・
利
子
補
給
と
い
っ
た
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
５
月
に
供
用
開
始
に

２４

な
っ
た
区
域
に
つ
い
て
は
、
平
成

　
年
４
月
　
日
が
３
年
の
期
限
と

２７

３０

な
っ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
浄
化
槽
廃
止
補
助
金
】

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
水

洗
ト
イ
レ
か
ら
直
接
下
水
道
へ
流

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今

ま
で
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
場

合
は
、
浄
化
槽
の
必
要
が
な
く
な

り
、
こ
れ
を
廃
止
し
ま
す
。
こ
の

廃
止
の
際
に
か
か
る
費
用
に
対
し

て
の
補
助
金
制
度
で
す
。

【
水
洗
便
所
改
造
資
金
等
融
資

あ
っ
せ
ん
・
利
子
補
給
】

　
既
設
の
く
み
取
り
ト
イ
レ
を
水

洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
た
り
、
浄
化

槽
を
廃
止
し
て
下
水
道
に
直
接
流

す
場
合
に
は
、
工
事
資
金
の
融
資

あ
っ
せ
ん
と
利
子
の
補
給
を
行
い

ま
す
。

※
内
容
や
条
件
、
補
助
金
額
な
ど

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.j

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の

下
水
道
へ
の
接
続
に

対

す

る

補

助

制

度

下
水
道
課

古

海

第

二

地

区

地
区
計
画
等
案
の
縦
覧

都
市
整
備
課

福

祉

医

療

費

受

給

資

格

者

証

の

更

新

国
保
介
護
課
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・
大
泉
五
反
田
公
園
（
案
）

□
期
間
　
３
月
　
日
　
～
　
日
　

１１

（水）

２５

（水）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

□
場
所
　
都
市
整
備
課

※
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
（
内

線
２
０
７
）
へ
。

　
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

専
門
の
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関

す
る
苦
情
・
相
談
を
受
け
付
け
、

解
決
の
た
め
の
助
言
や
情
報
提
供

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
お
困
り
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
小
さ
な
こ

と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。

□
相
談
日
　
月
～
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

□
相
談
方
法
　
町
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

相
談
す
る

□
相
談
内
容
　
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
、
品
質
な
ど
の
悩
み
や

疑
問
に
関
す
る
相
談
　
な
ど

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
町
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
３
５
１
１
）
へ
。

６３

　
県
で
は
、
毎
月
第
１
土
曜
日
を

「
少
年
の
日
」、第
１
日
曜
日
を「
家

庭
の
日
」
と
し
て
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
の
長
期
休
業
期
間
に

は
、「
青
少
年
健
全
育
成
運
動
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
気
持
ち
を
新
た

に
進
級
・
進
学
で
き
る
よ
う
、
家

庭
や
地
域
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

□
期
間
　
３
月
　
日
　
～
４
月
　

１５

（日）

３０

日
　（木）

□
推
進
目
標
　「
お
ぜ
の
か
み
さ

ま
県
民
運
動
」
を
推
進
し
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
親
子
で

考
え
よ
う

□
お
ぜ
の
か
み
さ
ま
標
語

・
お
…
お
く
ら
な
い
（
写
真
）

・
ぜ
…
ぜ
っ
た
い
に
会
わ
な
い
！

・
の
…
の
せ
な
い
（
個
人
情
報
）

・
か
…
か
き
こ
ま
な
い
（
悪
口
）

・
み
…
み
な
い
（
有
害
サ
イ
ト
）

・
さ
…
さ
が
さ
な
い
（
出
会
い
）

・
ま
…
ま
も
る
（
ル
ー
ル
）

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内

線
３
０
６
）
へ
。

　
プ
レ
イ
ザ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
で
は
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

「
リ
ト
ル
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
５
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
会
場
に
東
日
本
大
震
災

義
援
金
箱
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
　
日
　

２８

（土）

□
時
間
　
午
後
２
時
開
演

□
場
所
　
太
田
市
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
（
太
田
市
熊
野
町
　２３

の
　
）
１９

□
内
容
　
小
・
中
・
高
校
生
に
よ

る
ピ
ア
ノ
演
奏
（
エ
リ
ー
ゼ
の

た
め
に
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
即

興
曲
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ラ
プ
ソ

デ
ィ
ー
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
ソ

ナ
タ
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
ソ
ナ
タ

「
悲
愴
」
な
ど
）、
昭
和
音
楽
大

学
生
に
よ
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四

重
奏
に
よ
る
演
奏
（
デ
ィ
ズ

ニ
ー
や
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
曲

を
演
奏
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
プ
レ
イ
ザ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
長
廻
か

お
る
さ
ん
（
緯
０
９
０
・
９
２
３

９
・
０
３
１
０
）
へ
。

情報情報くらしの Information

【延長窓口】

□期日　３月１１日、１８日、２５日およ

び４月１日、８日、１５日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　３月１４日、２１日、２８日およ

び４月４日、１１日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５

分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないこと

もありますので、事前にご確認くださ

い。詳しくは、各担当課へ。

前月対比２月末日現在の数

－８４４０,９４４　人
人 口

(－２９)(６,４３０　人)

－５８２１,２９３　人
男

(－３３)(３,４４８　人)

－２６１９,６５１　人
女

(＋４)(２,９８２　人)

－６０１８,０２０世帯
世帯数

(－３４）(３,１２１世帯)

出  生　２６人　　死  亡　２８人

(　)内は外国人数・世帯数

先月の１１９番

時間外窓口

町の人口と世帯

平成２７年累計２月分

１（０）件０（０）件
△火災発生

（　）内は建物火災

０円０円△損 害 額

２５６件１０８件△救急出動

２７件９件 煙交通事故

１８０件７５件 煙急 病

４９件２４件 煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

春
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

生
涯
学
習
課

リ
ト
ル
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
５

プ
レ
イ
ザ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

ご

利

用

く

だ

さ

い

町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
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人
事
院
で
は
、
平
成
　
年
度
中

２７

に
次
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
各
試
験
の
申
し
込
み
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
一
般
職
試
験
（
高
卒

者
試
験
、社
会
人
試
験（
係
員
級
））

に
つ
い
て
は
、
郵
送
・
持
参
で
の

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
受
験
案
内
に
つ
い
て
は
、
国
家

公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.jinj

i.g
o.jp/sa

iyo/sa
iyo.htm

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
、
大

卒
程
度
試
験
）】

□
受
付
期
間
　
４
月
１
日
　
～
８

（水）

日
　（水）

□
第
１
次
試
験
日
　
５
月
　
日
　

２４

（日）

【
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）】

□
受
付
期
間
　
４
月
９
日
　
～
　

（木）

２０

日
　（月）

□
第
１
次
試
験
日
　
６
月
　
日
　

１４

（日）

【
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
、
社

会
人
試
験
（
係
員
級
））】

□
受
験
案
内
な
ど
配
布
開
始
日
　

５
月
　
日
　

１１

（月）

□
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
６
月
　
日
２２

　
～
７
月
１
日
　

（月）

（水）

・
郵
送
、
持
参
…
６
月
　
日
　
～

２２

（月）

　
日
　

２４

（水）

□
第
一
次
試
験
日
　
９
月
６
日
　（日）

※
詳
し
く
は
、
人
事
院
関
東
事
務

局
（
緯
０
４
８
・
７
４
０
・
２
０

０
６
）
へ
。

　
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
障
害
が
重
い
な
ど
の
理
由
で
会

場
に
来
所
で
き
な
い
人
に
つ
い
て

は
、
在
宅
訪
問
診
査
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
４
月
　
日
　

１５

（水）

□
受
付
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
  館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
２
４
５

２
の
１
　
緯
　
・
７
１
１
１
）

７５

□
相
談
科
目
　
整
形
外
科

□
相
談
内
容
　
補
装
具
の
判
定
、

身
体
障
害
者
に
関
す
る
各
種
の

相
談

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
直
接
申

し
込
む
（
予
約
制
）

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯
　
・
５５

２
６
３
１
）
へ
。

　
館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
、
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶

楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
収
益
金

は
特
殊
財
団
法
人
県
ア
イ
バ
ン

ク
、
館
林
市
学
童
野
球
連
盟
へ
寄

付
し
ま
す
。

□
期
日
　
４
月
　
日
　

１９

（日）

□
時
間
　
午
後
２
時
　
分
～
（
午

３０

後
２
時
開
場
）

□
場
所
　
館
林
市
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル（
館
林
市
城
町
３
の
１
）

□
内
容
　
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン

倶
楽
部
と
ゲ
ス
ト
の
麻
丘
め
ぐ

み
、特
別
参
加
の
コ
ー
ル
・
オ
ー

ラ
（
邑
楽
町
混
声
合
唱
団
）
に

よ
る
演
奏

□
入
場
券
販
売
所

・
文
化
む
ら
…
緯
　
・
７
７
３
３

６３

・
館
林
市
文
化
会
館
…
緯
　
・
４

７４

１
１
１
　
ほ
か

□
費
用

・
指
定
席
…
３
５
０
０
円

・
自
由
席
…
３
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
館
林
中
央
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
黒
沢
さ
ん
（
緯
　
・
８８

０
７
９
１
）
へ
。

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬
第
　
団
１７

で
は
、団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
い
遊

び
や
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
活
動
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

□
募
集
部
門

・
テ
ン
ダ
ー
フ
ッ
ト
…
幼
稚
園
、

保
育
園
の
年
長

・
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
…
小
学
１
～
３
年

生
・
ジ
ュ
ニ
ア
…
小
学
４
～
６
年
生

□
活
動
時
間
　
毎
月
２
～
３
回
　

主
に
日
曜
日
の
午
前
中
２
～
３

時
間

□
活
動
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田

２
４
６
５
）　
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

群
馬
第
　
団
委
員
長
・
糸
井
紘
子

１７

さ
ん
（
緯
　
・
４
５
３
３
）
へ
。

６２

国

家

公

務

員

人
事
院
関
東
事
務
局

ガ

ー

ル

ス

カ

ウ

ト

群

馬

第
　

団

団

員

１７

群
馬
第
　
団
１７

巡

回

相

談

福
祉
課

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
空
き
巣
な
ど
の
住
宅
侵

入
盗
難
対
策
や
振
り
込
め
詐

欺
の
被
害
防
止
に
つ
い
て
、

寸
劇
を
交
え
て
「
防
犯
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
当
日
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
３
月
　
日
晶

２７

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～

１０

３０

　
時
　
分

１１

３０

□
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
集
会
室
（
西
小
泉
５

の
６
の
１
）

□
対
象
　
原
則
　
歳
以
上
の

６０

人
□
定
員
　
１
０
０
人
（
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
）

□
講
師
　
一
般
社
団
法
人
県

防
犯
設
備
協
会
職
員

□
費
用
　
無
料
（
浴
室
や
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
施
設
を
利
用

す
る
町
外
の
人
は
有
料
と

な
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
５
５
５
）

６３

へ
。 楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽

しししししししししし
くくくくくくくくくく
学学学学学学学学学学
ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
うううううううううう

楽
し
く
学
ぼ
う
！！！！！！！！！！！

防防防防防防防防防防
犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯
教教教教教教教教教教

防
犯
教
室室室室室室室室室室室

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
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前
橋
地
方
法
務
局
太
田
支
局
お

よ
び
太
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

で
は
、
子
ど
も
の
人
権
特
設
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
い
じ
め
や
体
罰
、
虐
待
、
不
登

校
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
の
こ
と

で
お
困
り
の
人
は
、
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
相
談
所

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
、
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
相
談
の
ほ
か
、

児
童
館
の
入
口
に
お
い
て
紙
芝
居

や
人
権
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
マ
ス

コ
ッ
ト
人
形
な
ど
の
配
布
に
よ
る

人
権
啓
発
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す

の
で
、
相
談
を
希
望
さ
れ
な
い
人

も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
４
月
　
日
　

２６

（日）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
分
３０

□
場
所
　
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児

童
会
館
２
階
研
修
室
（
太
田
市

長
手
町
４
８
０
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
法
務
局

太
田
支
局
（
緯
　
・
６
１
０
０
）

３２

へ
。

　
シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
出
張
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

□
開
所
日
　
毎
月
第
４
水
曜
日

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
正

３０

午
、
午
後
１
時
～
３
時

□
場
所
　
太
田
合
同
庁
舎
（
太
田

市
西
本
町
　
の
　
）

６０

２７

□
内
容

・
再
就
職
の
た
め
の
就
職
相
談

（
適
性
診
断
や
就
職
先
の
選
び

方
、
履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接

対
策
な
ど
）

・
求
人
情
報
の
閲
覧
（
職
業
紹
介

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

・
企
業
な
ど
で
の
知
識
・
経
験
を

持
つ
高
年
齢
者
の
能
力
活
用
に

つ
い
て
の
相
談

・
就
農
、
起
業
、
地
域
活
動
、
生

涯
学
習
、
年
金
な
ど
生
活
設
計

の
情
報
提
供
や
専
門
機
関
へ
の

案
内

□
対
象
　
中
高
年
齢
者
な
ど

□
申
込
方
法
　
シ
ニ
ア
就
業
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
シ
ニ
ア
就
業
支
援

セ
ン
タ
ー
（
緯
０
２
７
・
２
５
５
・

２
３
０
０
）
へ
。

□
財
政
調
整
基
金

・
７
万
円

大
泉
町
小
売
酒
販
組
合

・
　
万
円
　
　
　
　
　
峯
﨑
俊
充

２０

定例相談
お気軽にご相談ください。

町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
３月１２日昭・２６日昭・

４月９日昭・１６日昭

日時

午後１時３０分～４時３０分

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
４月１４日昇

午後１時３０分～４時

日時

町公民館第１講座室（吉田２４６５）場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～正午、午後１時～５時

日時

専門女性相談員担当

配偶者などからの暴力に関

する悩みごとなど

内容

※詳しくは、相談専用電話（緯２０・３９８８）へ。

情報情報くらしの Information

費用無料。秘密は厳守します。

詳しくは、各問い合わせ先へ。

子
ど
も
の
人
権
特
設
相
談
所

前
橋
地
方
法
務
局
太
田
支
局

□
期
日
　
３
月
　
日
掌

２２

□
場
所
　
社
日
稲
荷
神
社

（
城
之
内
１
の
　
の
５
）

１３

□
内
容
・
時
間

・
 御
  神
楽
 …
午
前
　
時
～
午

お
 

か
ぐ
ら

１０

後
４
時

・
稚
児
行
列
…
午
前
　
時
　

１１

３０

分
～

・
 探
  湯
 神
事
…
午
後
３
時
～

く
が
 た
ち

※
詳
し
く
は
、
井
上
正
俊
さ

ん
（
緯
　
・
３
６
４
７
）
へ
。

６２

春
の
社
日
大
祭稚児行列

シ

ニ

ア

就

業

支

援

セ
ン
タ
ー
出
張
相
談

シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
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刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス

みんなのみんなの
イラストイラスト

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ケ
ー
タ

目
か
く
し
を
取
れ
ば
目
ざ
む
る
 雛
々
 か
な

ひ
び
な

久
保
田
百
代
（
　
区
）

１５

庭
す
み
に
あ
っ
と
お
ど
ろ
く
福
寿
草

島
山
恭
治
（
　
区
）

１９

初
春
や
孫
の
婚
約
知
ら
せ
有
り

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

若
狭
井
の
お
水
を
汲
む
や
北
斗
星

江
口
典
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

探
梅
の
日
々
懐
か
し
き
師
の
笑
顔

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

生
活
の
中
心
に
犬
春
を
待
つ

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

襟
元
の
お
し
ゃ
れ
眩
し
き
春
シ
ョ
ー
ル

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

世
の
嘆
き
喉
ご
し
通
す
寒
の
水

坂
本
タ
ツ
子
（
　
区
）

１７

手
の
ひ
ら
に
 年
  齢
 の
福
豆
こ
ぼ
れ
そ
う

と
 
し渋

谷
栄
子
（
　
区
）

２２

俳俳
　
　
　
句句

　２月２６日、「大泉町企業情報交換会」を開

催し、７１社１２０人に参加していただきました。

□村山町長のコメント　「参加していただい

た企業の皆さんには、今回の情報交換会を今

後のビジネスに繋げていただき、また本町も

『企業のまち』としてさらなる活性化を図るた

め、支援を行っていきたいと考えています。」

税
金
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
こ
こ
で
は

税
金
に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

【第１１回】

町税に関するＱ＆Ａ

Ｑ
　
仕
事
を
退
職
し
た
場
合
、

町
県
民
税
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
　
町
県
民
税
（
住
民
税
）
は
、

１
月
１
日
に
住
所
の
あ
る
市

町
村
で
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
現
在
収
入
が
な
い
人
で

も
、
納
税
通
知
が
届
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
転
出
し
た
場
合
、
町
県
民

税
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
　
年
の
途
中
で
転
出
し
た
人

で
も
、
１
月
１
日
時
点
で
町

に
住
所
が
あ
れ
ば
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
１
年
分
の
納
税

通
知
が
届
き
ま
す
。
転
出
し

て
も
町
県
民
税
の
金
額
は
変

更
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
外

に
転
出
す
る
人
な
ど
自
ら
納

付
で
き
な
い
場
合
は
、
納
税

管
理
人
（
代
わ
り
に
納
付
す

る
人
）
の
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ
　
就
職
を
し
て
国
民
健
康
保

険
か
ら
社
会
保
険
に
な
っ
た

場
合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
　
社
会
保
険
に
加
入
し
た
人

は
、
必
ず
住
民
課
で
国
民
健

康
保
険
喪
失
の
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
後
に
国
民

健
康
保
険
税
を
再
計
算
し
、

納
税
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

Ｑ
　
土
地
・
家
屋
を
売
買
し
た

場
合
、
固
定
資
産
税
は
ど
う

な
る
の
？

Ａ
　
１
月
１
日
に
登
記
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
そ

の
年
す
べ
て
の
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
内
線

１
５
６
）
へ
。
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広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法

・
電
話
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
３
９
２
１
）

６３

・
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp

）

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
春
が
恋
し
い

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん

霜
柱
し
ゃ
り
し
ゃ
り
踏
み
て
庭
め
ぐ
り

ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
幼
等
と
見
る

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

木
枯
ら
し
の
音
に
な
か
な
か
眠
ら
れ
ず

老
後
の
あ
れ
こ
れ
思
い
め
ぐ
ら
す

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

寒
風
に
つ
ぼ
み
ふ
ら
せ
ゆ
れ
て
い
る

白
梅
見
上
ぐ
節
分
の
朝

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

庭
先
の
み
か
ん
つ
い
ば
む
尾
長
鳥

あ
た
り
の
様
子
に
目
配
り
し
つ
つ

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

葉
の
落
ち
て
明
る
く
日
の
射
す
縁
側
に

亡
母
の
着
物
を
ゆ
つ
く
り
解
く

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

冬
土
手
の
枯
草
の
な
か
青
あ
を
と

 辛
  子
  菜
 の
あ
り
花
虻
あ
そ
ぶ

か
ら
 
し
 

な

栗
原
伸
子
（
　
区
）

２２

木
の
芽
時
注
ぐ
小
雨
に
蕗
の
と
う

梅
の
木
下
に
数
増
し
覗
く

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

福
寿
草
季
節
た
が
わ
ず
一
斉
に

芽
を
出
し
二
輪
花
開
き
た
り

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

木
の
葉
散
る
命
の
音
を
ひ
び
か
せ
て

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

山
峡
に
ひ
び
く
汽
笛
や
猫
柳

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

舞
い
な
が
ら
舞
い
な
が
ら
落
つ
雪
光
る

長
井
和
子
（
太
田
市
）

－
い
ず
み
俳
壇

－

頷
き
て
は
ず
む
会
話
や
春
隣

林
　
宣
子
（
１
区
）

色
よ
り
も
匂
ひ
た
つ
な
り
夜
の
梅

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

粕
汁
や
小
皿
叩
き
て
下
戸
の
酔
ふ

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

春
隣
り
心
浮
き
立
つ
試
着
室

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

春
待
つ
や
形
見
の
着
物
バ
ッ
グ
と
す

柴
崎
八
重
子
（
　
区
）

２０

豆
撒
き
の
声
の
稀
な
る
村
や
し
ろ

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

雪
や
み
て
雲
間
に
の
ぞ
く
月
あ
わ
し

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

湖
昏
れ
て
空
に
た
ふ
と
く
雪
の
富
士

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

窓
た
た
く
春
は
名
の
み
の
風
の
脚

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

遠
い
日
の
き
も
の
姿
や
針
供
養

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

冬
木
立
星
く
ず
達
も
目
を
閉
じ
る

村
田
浩
余
（
邑
楽
町
）

掘
り
炬
燵
猫
三
匹
の
あ
た
た
か
さ

横
山
昭
子
（
太
田
市
）

冬
陽
落
ち
山
な
み
く
っ
き
り
描
か
れ
し

松
村
美
智
子
（
熊
谷
市
）

－

や
よ
い
短
歌
会

－

分
け
植
ゑ
し
寒
咲
き
あ
や
め
は
次
々
に

花
ひ
ら
き
た
り
ヤ
シ
オ
の
か
た
へ

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

力
強
き
孫
の
書
き
初
め「
ふ
じ
山
」を

わ
が
玄
関
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
掲
ぐ

村
田
厚
子
（
２
区
）

解
散
と
決
め
て
最
後
の
演
奏
会

終
り
て
抱
く
花
束
薫
る

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

短短
　
　
　
歌歌
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私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
２
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
卒
業
式
の
思
い
出
」
に
寄

せ
ら
れ
た
投
書
の
中
か
ら
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
小
学
校
の
卒
業
式
。
全
員
で

隣
の
中
学
校
へ
進
学
す
る
の

に
、
何
故
か
と
っ
て
も
淋
し
く

て
涙
が
ポ
ロ
ポ
ロ
と
止
ま
ら
な

か
っ
た
。
き
っ
と
、
大
好
き
な

先
生
方
と
校
舎
と
の
お
別
れ
が

悲
し
か
っ
た
の
か
も
。
大
切
な

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
卒
業
式
で

し
た
。

匿
名
希
望

　
担
任
の
先
生
の
袴
姿
、
カ
ッ

コ
良
か
っ
た
で
す
。

佐
藤
富
士
美
さ
ん
（
　
区
）

１７

　
息
子
の
卒
業
式
の
時
、
卒
業

証
書
授
与
の
時
壇
上
の
上
で
校

長
先
生
に
大
き
な
声
で
「
校
長

先
生
や
先
生
に
長
い
間
お
世
話

に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
１
人
だ
け
言
っ
た
事
が

思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

匿
名
希
望

　
高
校
の
卒
業
式
は
暴
風
雨
と

い
う
最
悪
な
天
気
で
し
た
。
友

達
の
父
親
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
祝

辞
を
述
べ
た
際
に
「
本
日
は
、

雲
一
つ
無
い
澄
み
切
っ
た
青
空

の
下
…
…
」
と
堂
々
と
祝
辞
を

述
べ
た
の
で
会
場
が
、
ざ
わ
つ

い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

匿
名
希
望

　
卒
業
ソ
ン
グ
…
。
仰
げ
ば
尊

し
と
門
出
の
歌
。
と
て
も
い
い

歌
で
、
今
で
も
思
い
出
す
だ
け

で
泣
け
て
き
ま
す
…
。匿

名
希
望

　
何
し
ろ
寒
い
日
で
、
寒
か
っ

た
で
す
。

吉
田
か
お
る
さ
ん
（
　
区
）

１８

糸
寒
か
っ
た
…

糸
先
生
の
袴
姿

糸
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た

「
卒
業
式

の
思

い

出
」
を
教
え
て
！

糸
卒
業
ソ
ン
グ
…

広報クイズ

①館林女子高等学校○○○○○部 （伺２ページ）
　佳レスリング 加ボクシング　可ボウリング

②群馬県議会議員選挙投票日 （伺４ページ）
　佳４月５日 加４月１２日 可４月１９日

③○○○公園の利用制限について （伺９ページ）
　佳城之内 加御正作 可東志部

④楽しく学ぼう！　○○教室 （伺１２ページ）
　佳防衛 加防災 可防犯

⑤○に生地を何層にも塗り重ねる作業 （伺１８ページ）
　佳針 加竹 可棒

☆「春の好きなところ」を教えてください（お答えの中か

ら、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　３月２４日

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら書

き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、イラス

ト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望される人は「匿名

希望」と明記してください）なお、消費税が８％とな

り、はがきも金額が変わりました。年賀状などを使用

して送る場合はご注意ください。

□２月号の正解

　①－研、②－研、③－加、④－加、⑤－可
□応募総数　８６通で正解は８６通でした

□当選者（敬称略）

石川陽人（１区）、久保田はな子（１５区）、藤橋恵子（１５区）

佐藤富士美（１７区）、長谷川ちはる（１７区）、備前島文子（１７区）

権藤春花（１８区）、宮坂藤子（１８区）、池田明美（１９区）

広野法子（１９区）、佐藤敏子（２２区）、扶滋倉　愛（２２区）

荒井由美子（２３区）、上武邑子（２３区）、原田陽子（２３区）

板垣孝文（２４区）、栗原和子（２４区）、狩野千恵子（２８区）

横田　哲（２８区）、奥田愛実（３０区）

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書

カードをプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

図書カードが２０人に　　たる！

糸
暴
風
雨
な
の
に
…

糸
息
子
が
大
き
な
声
で
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大
好き

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

将
来
の
夢
は
？

今
年
の
４
月
か
ら
実
業
団
の
チ
ー

ム
に
入
る
の
で
、
そ
の
チ
ー
ム
で

全
国
大
会
に
出
場
し
、
優
勝
す
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
佐
野
優
子

選
手
の
よ
う
に
、
周
り
に
信
頼
さ

れ
、
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

部
活
を
引
退
し
て
か
ら
、
自
分
の

プ
レ
ー
に
足
り
な
い
こ
と
や
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
よ
り
明
確

に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
生
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

学
校
・
学
年
は
？

西
邑
楽
高
等
学
校
ス
ポ
ー
ツ
科
の

３
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

昼
休
み
に
友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り

す
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。
そ
れ

に
、
体
育
祭
や
球
技
大
会
な
ど
の

学
校
行
事
で
は
、
ク
ラ
ス
で
一
致

団
結
し
て
が
ん
ば
る
の
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
史
や

日
本
史
の
授
業
で
は
昔
の
出
来
事

や
偉
人
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
お

も
し
ろ
い
で
す
ね
。

 鈴  木  美  津  穂 さん　（１８歳）
すず き み づ ほ

好きなこと

歴史に関する本や、スポーツトレーニングの本を

読むことと、音楽鑑賞です。

自分の性格

自分では、おとなしいと思います。友だちからは

優しいと言われることが多いですね。

実
業
団
の
全
国
大
会
に
出
場
し

チ
ー
ム
で
優
勝
し
た
い

【
街
区
基
準
点
】

　
先
日
、
仙
石
を
歩
い
て
い
た
と

き
に
発
見
し
た
こ
の
小
さ
い
「
街

区
三
角
点
」。
こ
れ
は
、
街
区
基
準

点
と
い
っ
て
、
街
区
の
角
な
ど
に

設
置
し
た
測
量
の
基
準
と
な
る
点

で
す
。
こ
れ
を
使
っ
て
測
量
を
す

る
と
地
球
上
の
正
確
な
位
置
が
わ

か
る
た
め
、
地
積
測
量
、
都
市
開

発
、
防
災
対
策
、
公
共
工
事
や
分

筆
の
際
の
測
量
な
ど
で
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
に
は
こ
の
三
角
点

が
　
個
あ
る
よ
う
な
の
で
、
皆
さ

３９
ん
も
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

「大好き」では、３歳未満の
町内在住のお子さんを紹介
しています。掲載希望者は、
広報情報課（内線２１５）へ。

どんなちびっ子？

甘え上手でおしゃべり上手。

仲良しのお姉ちゃんと手を

つなぐのが大好きです。

好きなものは？

お姉ちゃんのマネっこや、ぬ

いぐるみでおままごとする

こと。アンパンマンやおさる

のジョージが大好きです。

パパ・ママからひとこと

いつもニコニコ元気いっぱ

いのななちゃんが大好きで

す。これからも姉妹仲良く

毎日を楽しく健やかに育っ

てね！

 筋  野 なな 花 ちゃん
すじ の か

（１６区・１歳）
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がんばって作ったから
おいしいね！

バウムクーヘンをつくって食べよう

２月７日、青少年広場で子どもおもしろ創造塾

「バウムクーヘンをつくって食べよう」が行わ

れ、小学校１年生から５年生までの２５人が参加。

竹に生地を何層にも塗り重ねる作業が難しかっ

たようで、苦戦しながらも楽しんで作り、出来

上がったバウムクーヘンに、みんな満足そうに

かぶりついていました。

歌や作品などで
見る人を魅了しました

公利連サークルフェスティバル

２月１４日、１５日の２日間に渡って、文化むら

を会場に「第３２回公利連サークルフェスティバ

ル」が行われました。町公民館を拠点として定

期的かつ自主的に活動しているサークルが、作

品展示やコンサートなどで日ごろの活動の成果

を発表しました。

(19) 広報おおいずみ　Ｈ27.3.10　Vol.806

広報で掲載された写真はご本人と

ご家族にプレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

ジャパンラグビー
トップリーグ２連覇！

ワイルドナイツ優勝報告

男性のための介護体験教室

バルーンアートでプレゼントを作ろう

色とりどりのバルーンで
できあがりに満足！

２月７日、町公民館で「バルーンアートでプレ

ゼントを作ってみよう」が行われました。風船

の形をハート形にしたり、風船の中に小さな風

船を入れたりと、普段できない体験に「割れな

いかな」と話す人の姿も見られましたが、お互

いにアドバイスをしながら完成させました。

２月１４日、町公民館南別館で「男性のための介護

体験教室」が開催されました。これは、行政提案型

協働のまちづくり事業としてサークル「エガリテ」

が町と共催で行ったもので、食事の補助や車いす

の移乗などを行い、参加者の皆さんは、質問を積

極的にするなど真剣に学ぶ姿が見られました。

体験しながら介護の
こつを学びました

耐震化された新病棟が
完成しました

館林厚生病院新病棟完成

２月１５日、館林市と邑楽郡５町で運営する館林

厚生病院において、新病棟の開棟式と内覧会が

行われ、運営自治体や医療関係者など多くの人

に披露されました。新病棟は鉄筋コンクリート

免震構造で、大規模災害発生時には災害拠点病

院としての役割も担います。

２月３日、地元ラグビーチーム「パナソニック

ワイルドナイツ」の関係者の皆さんが来庁し、

ジャパンラグビートップリーグでの優勝報告を

行いました。また、第５２回ラグビーフットボー

ル選手権の出場に向けて、村山町長より壮行金

が贈呈されました。
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インキを使用し作成しています。

広報おおいずみ　Ｈ27.3.10　Vol.806 (20) 

B
est Shot

企業紹介企業紹介
大泉町

ものづくり

　　ひとづく
り

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

　
今
回
の
表
紙
は
、
館
林
女
子

高
等
学
校
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に
所

属
し
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た

村
田
圭
奈
美
さ
ん
と
ブ
リ
ッ

ト
・
イ
ザ
ベ
ル
さ
ん
。
取
材
で

は
笑
顔
で
受
け
答
え
す
る
ご
く

普
通
の
女
子
高
生
。「
上
下
関
係

が
厳
し
か
っ
た
ら
辞
め
ち
ゃ
っ

て
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
２
人

が
口
を
そ
ろ
え
て
答
え
る
ほ

ど
、
先
輩
後
輩
と
の
仲
は
良
い

よ
う
で
す
。
そ
ん
な
２
人
も
練

習
に
入
る
と
真
剣
な
表
情
で
相

手
を
見
据
え
て
、
力
強
い
パ
ン

チ
を
繰
り
出
し
ま
す
。
同
じ
女

性
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍

が
ま
す
ま
す
楽
し
み
に
な
り
ま

し
た
。 

（
結
）

　「
他
社
に
は
真
似
で
き
な
い

よ
う
な
製
品
が
で
き
た
と
き
は

や
は
り
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と

話
す
島
山
さ
ん
は
、
管
理
課
長

と
し
て
製
造
だ
け
で
な
く
、
外

注
加
工
品
に
関
す
る
こ
と
や
検

査
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
品
質

面
。
最
終
チ
ェ
ッ
ク
の
漏
れ
検

査
で
は
、
溶
接
し
た
製
品
に
窒

素
を
封
入
し
、
水
中
に
入
れ
る

こ
と
で
穴
が
あ
い
て
い
な
い
か

ど
う
か
を
確
認
し
、
品
質
の
悪

い
物
が
お
客
様
へ
行
か
な
い
よ

う
に
最
善
の
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
。「
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
お
客
様
に
満
足
・
信
頼
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
社
員
一

丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

住　　　所：大泉町吉田１２２１－５

会社の概要：１９４８年２月、大阪で㈱日昭電機製

作所を設立し、１９６０年に群馬工場（現・富士之

越工場）、１９７２年に大利根工業団地に群馬工場

を新設しました。従業員数は、大阪・群馬・鳥

取の３事業所で約６０人。群馬工場では溶接など

をメインとした製造を行っています。エアコン

などに使われる熱交換

器、医療機器に使われる

部品である耐圧容器、板

金部品などを製造してい

ます。２０１４年１０月には

ＩＳＯ９００１を取得し、よ

りいっそう品質に対して

も意識を高めています。

▲電気製品用部品を製造している群馬工場

㈱日昭電機製作所　群馬工場

№１８

▲管理課長

 島  山  昭  彦 さん
しま やま あき ひこ

▲工場で製造加工し

ている熱交換器

▲溶接作業をする様子

▲機械で行う溶接


